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上川手歌舞伎特別公演「義経千本桜鮨屋の場」

5月1日現在　□総人口4，061人（一19）

（　）内は4月1日との比較
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昨年12月、種類の違う家庭用の洗浄剤を併せて使っ

たところ、有毒ガスが発生し主婦が中毒死した事故が

ありました。

今後、業界では容器に「塩素系」・「酸性タイプ」

の文字を表示するそうですが、使用上の注意を良く読

んで使いましょう。

　　　　　　　　　　　　保健衛生係

まつのやま⑱

山火事防止運動

4月15日～5月31日

東頸消防署管内における昨年中の火災原因の

うち、焚き火、野焼きが元となる火災（ボヤも

含む）が8件（47％）と、火災原因の中ではト

ップで異常に多く発生しました。

今年も昨年同様少雪であることから、この種

の火災多発が予想されますので、次の事に注意

しましょう。

1、強風又は、異常乾燥の時には焚き火、野焼

　きをしないこと。

2、焚き火の場所を離れる時は完全に消火する

　こと。

3、枯れ草等の燃え

やすい物の近くで

は、焚き火をしな

いこと。

4、野山では煙草の

投げ捨てはしない

こと。
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月
の
で
き
ご
と

1
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議
会
運
営
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貝
会

2
日
　
区
長
　
農
家
組
合
長
会
議

3
日
　
水
田
農
業
確
立
対
策
会
議

8
日
　
三
月
議
会
定
例
会
（
1
0
日

　
　
　
ま
で
）

14

日
　
中
学
校
卒
業
式

　
　
　
町
老
連
会
長
会
議

15

日
　
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会

18

日
　
農
業
労
働
賃
金
協
定
会

　
　
　
町
社
協
評
議
員
会

22

日
　
消
防
団
幹
部
会
議

23．

日
　
議
会
総
民
・
民
生
委
貝
八
・

　
　
　
同
会
議

24

日
農
業
共
済
嘱
託
員
会
議

　
　
　
』
父
通
指
脳
導
口
貝
ム
云
議

25

H
　
町
内
小
学
校
卒
業
式

27

H
　
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
カ
ー

　
　
　
ニ
バ
ル

30

日
　
議
会
臨
時
会

31

日
　
農
業
委
貝
会
総
会

▼
四
月
の
予
定

1
目
　
新
任
教
職
員
対
而
式

　
　
　
乳
幼
児
検
診

m
H
　
上
川
手
歌
舞
伎
発
表
会

17

日
　
大
厳
芋
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

　
　
　
ー
ス
キ
ー
大
会

　
陽
気
も
日
一
日
と
暖
か
く
な
り

春
本
番
が
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
た
よ

う
な
惑
じ
が
し
ま
す
。

　
ブ
ナ
の
芽
も
ふ
っ
く
ら
と
し
て

き
て
、
あ
の
素
晴
ら
し
い
新
緑
が

見
れ
る
の
も
、
も
う
す
ぐ
で
す
ね
。

　
早
い
も
の
で
も
う
四
月
。
入
園
・

入
学
・
転
勤
等
で
あ
わ
た
だ
し
い

中
に
も
新
し
い
希
望
に
、
胸
を
脹

ら
ま
せ
て
い
る
方
も
た
く
さ
ん
お

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ガ
ン
バ
ッ

て
く
だ
さ
い
。

　
今
年
は
町
制
施
行
三
十
周
年
の

年
に
あ
た
り
、
年
間
を
通
し
て
色

色
な
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
区
や
部
落
、
ま
た
は
各
種
団

体
等
で
何
か
思
い
出
、
記
念
に
な

る
よ
う
な
事
を
や
っ
て
見
る
の
も

お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
す
。
何
か

企
画
が
あ
っ
た
ら
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　
今
後
の
広
報
の
中
に
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
声
欄
や
、
サ
ー
ク
ル
の

メ
ン
バ
ー
募
集
と
か
催
し
物
の
紹

介
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
を
作
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
色
々
な
意
見

を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

陽

編
集
後
記

l
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まつのやま②

27名が選定される！期1第

簿名松之山町名老百選
　
四
月
号
の
広
報
の
中
で
も
紹
介

し
ま
し
た
が
、
町
制
施
行
三
〇
周

年
を
記
念
し
て
制
定
さ
れ
る
事
と

な
っ
た
、
各
分
野
で
秀
で
た
実
績

を
お
持
ち
の
ヒ
ト
歳
以
L
の
お
年

寄
り
の
方
々
を
選
ぶ
．
名
老
百
選
”

に
、
第
一
期
の
方
々
と
し
て
二
ト

し
名
の
方
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
方
々
は
、
κ
月
三
H
の
町

成
人
式
の
と
き
に
表
彰
さ
れ
る
と

と
も
に
、
兎
口
露
天
風
呂
”
翠
の

湯
”
の
永
年
優
待
券
が
贈
ら
れ
る

事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
実
は
こ
の
名
老
の
皆
さ
ん
。
κ

月
三
H
の
本
番
を
前
に
、
町
内
よ

り
先
に
全
国
放
送
の
テ
レ
ビ
に
出

演
、
　
一
躍
有
名
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
放
送
を
見
ら
れ
た
方
も
沢
山

お
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
朝
の

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
と
い
う
番
紺
の
中

で
生
中
継
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
近
、
松
之
山
の
事
が
色
々
な

面
で
取
り
L
げ
ら
れ
、
テ
レ
ビ
で

放
送
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
生
中
継

さ
れ
た
の
は
初
め
て
で
、
前
日
か

ら
準
備
や
ら
リ
ハ
ー
サ
ル
で
大
変

で
し
た
．

　
四
月
卜
兀
H
の
・
本
番
に
は
、
都

八
・
が
悪
い
方
も
数
名
い
て
二
ト
し

名
全
貝
出
演
と
は
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
で
得
意

と
す
る
分
野
の
衣
装
を
身
に
付
け

て
の
登
場
。
あ
い
に
く
こ
の
H
は

朝
か
ら
冷
た
い
雨
風
で
、
前
日
の

リ
ハ
ー
サ
ル
と
は
随
分
違
う
構
成

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
出

演
し
た
お
年
寄
り
の
方
々
は
自
分

の
得
意
な
芸
や
作
品
を
紹
介
し
た

り
　
す
み
ぬ
り
を
し
た
り
し
て

寒
さ
に
負
け
な
い
く
ら
い
一
生
け

部　　　　　　　　門’ 氏　　　　　　名 年齢 部落名

書　道 山　岸　留　イ乍 77歳 新　山

囲　碁 村　山　　　伸 80歳 湯　本

彫　　刻 丸　山　寅　吉 74歳 小　谷

短　歌 佐　藤　重　竜 71歳 天水越

俳　句 高　橋　謙　一 76歳 中　尾

盆歌の音頭とり 鈴　木　作次郎 88歳 下蝦池

民　謡 樋　口　清　一 73歳 湯　山

詩　吟 村　山　正　義 78歳 松之山

演　歌 伊　藤　与　一 82歳 〃

特産物（ぜんまい） 重　野　久　平 77歳 r漁段池

野　菜 本　山　勝　治 71歳 田麦立

盆　栽 柳　　　　政　司 72歳 湯　本

菊作り 村　山　文　武 72歳 〃

栗　園 相　沢　達　雄 72歳 小　谷

わら』工品 佐　藤　 1［良治 81歳， 天水越

野，鳥こけし 佐　藤　　リ　ヨ 77歳 〃

〃　　　（台ノド作り） 小野塚　吉　蔵 79歳 L鰍池
木1二品 小　口　武　男 90歳 松之山

上くプぐ占11　（そ卸b段ま　り伯三り） 若　井　f・代 85歳 小　谷

〃　　（人形作り） 福　原　ステイ 71歳 〃

蕎　麦 山　岸　コ　ウ 73歳 新　山

あんぼ 佐　藤　ツ　ヤ 72歳 天水越

ゲートボール 相　沢　茂　平 85歳 松之山

若　井　　モ代松 80歳 小　谷

高　沢　寅　治 82歳 大荒戸

1、1，、し泉まんじゅう 福　原　庚　造 72歳 湯　本

桐の木植え 大　見　徳次郎 80歳 下鰍池

計　　　　　　　　27　　　名

前日のリハーサルは雪の上で

諭
、
，
蹴

も
う
す
ぐ
歪
f

Q灘馨津

一
生
け
ん
命
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
た
だ
、
露
天
風
呂
に
人
っ
て

い
た
名
老
の
方
た
ち
は
温
ま
っ
て

す
こ
く
良
か
っ
た
と
か
。

　
本
番
の
撮
影
を
終
っ
た
後
、
町

長
を
囲
ん
で
全
員
で
朝
食
を
食
べ
、

五
月
三
H
の
再
会
を
楽
し
み
に
そ

れ
ぞ
れ
の
自
宅
に
戻
ら
れ
ま
し
た

が
、
こ
の
あ
わ
た
だ
し
い
．
旨
H
岡

を
通
し
て
感
じ
た
の
は
、
集
ま
っ

緊
張
す
る
詩
吟
名
人
村
山
正
義
さ
ん

あいにくの雨のため、

植木屋旅館の中での撮影

皆さんいい顔してますね

て
い
た
だ
い
た
名
老
の
皆
さ
ん
一

人
一
人
が
実
際
の
年
齢
よ
り
若
く

見
え
た
事
で
す
．

。
人
間
、
何
か
趣
味
や
生
き
が
い

を
持
つ
こ
と
が
大
切
。
年
を
と
っ

た
ら
ボ
ケ
防
止
に
も
」
と
か
言
わ

れ
ま
す
が
、
一
つ
で
も
自
信
を
持

て
る
何
か
が
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
名
老
に
選
ば
れ
た
皆
さ
ん
、
本

当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　　　　　、　声費、一

急きよすみぬり名人にさせられた村山文武さん

アナウンサーの宮崎さんも真っ黒に！

■騰灘購謬　　　　　　　　　　　　幾眉■■7■■■■齢∠

露天風呂は最高だなあ～

音頭とり名人鈴木作次郎さんはお風呂の中から

一声披露してこ満悦
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音頭とり名人鈴木作次郎さんはお風呂の中から

一声披露してこ満悦
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す
ば
ら
し
い
演
技
で
観
客
を
魅
了

レ
あ
っ
ち
村
の
お
父
さ
ん
（
村
山

作
一
さ
ん
）
の
三
番
嬰
で
開
演
の

幕
が
上
が
る

卜
L
川
手
一
二
柱
紬
押
兄
質
八
”
祀
』
ハ
L
「
周

年
と
町
制
一
、
一
卜
周
年
を
記
念
し
て

　
上
川
ヂ
歌
舞
伎
”
特
別
公
演

が
、
四
月
卜
H
に
町
民
体
育
館
で

俳
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
四
百
人

を
超
す
観
客
が
つ
め
か
け
た
中
、

す
ば
ら
し
い
漬
技
を
披
露
し
ま
し

た
。

告
、
た
い
て
い
の
部
落
で
や
っ

て
い
た
と
い
う
”
村
歌
舞
伎
”
、

そ
の
歌
舞
伎
が
松
之
山
か
ら
姿
を

消
し
て
か
ら
何
卜
年
に
も
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
い
ま
だ
に
忘
れ
ら

れ
ず
、
何
と
か
復
活
さ
せ
た
い
と

有
志
が
集
っ
て
取
り
組
ん
で
か
ら

六
年
。
町
農
業
祭
な
ど
の
公
演
を

ス
テ
ッ
プ
に
し
て
、
今
年
つ
い
に

歌
舞
伎
だ
け
の
特
別
公
演
を
開
催

す
る
ま
で
と
な
っ
た
．
」
川
手
歌

舞
伎
”
の
皆
さ
ん
。

　
．
．
．
、
自
治
宝
く
じ
の
還
．
兀
金

（
益
金
配
分
）
一
．
O
O
万
円
を
受

　
、
衣
装
や
か
伊
い
、
4
道
具
を

新
し
く
し
て
か
ら
は
今
ま
で
に
増

し
て
熱
が
人
り
、
レ
，
σ
特
写
公

演
が
決
ま
っ
て
か
ら
は
役
者
は
勿

論
、
裏
方
さ
ん
も
一
緒
に
な
っ
て

毎
晩
練
習
に
励
ん
だ
そ
う
で
す
。

　
当
日
の
出
し
物
は
、
三
番
曳
に

始
ま
り
、
義
経
壬
本
桜
「
釣
瓶
鮨

屋
の
場
」
と
、
菅
原
伝
授
ヂ
習
鑑

，
ヶ
チ
屋
の
場
」
、
そ
の
岡
に
は

踊
り
、
唄
な
ど
も
披
露
さ
れ
、
几

時
．
、
一
レ
分
の
開
演
か
ら
午
後
四
時

ま
で
と
い
う
、
大
熱
演
ぶ
り
で
し

た
。

特
に
メ
イ
ン
の
歌
舞
伎
は
、
一

つ
の
出
し
物
が
一
．
時
問
以
L
も
か

か
る
と
い
う
長
い
物
で
、
演
じ
る

役
者
の
皆
さ
ん
は
大
変
だ
っ
た
と

，
r
観

「義経千本桜鮨屋乃段」から

平維盛の内侍と娘の六代君が訪ねて
来た所、、

思
い
ま
す
．
ま
た
、
芸
能
・
文
化

の
継
承
に
は
、
い
つ
も
後
継
者
の

問
題
が
出
ま
す
が
、
L
川
ヂ
歌
舞

伎
に
は
次
代
を
担
う
チ
供
た
ち
も

大
勢
出
演
し
て
お
り
、
大
変
頼
も

し
く
見
え
ま
し
た
。
部
落
を
あ
げ

て
の
取
り
組
み
と
熱
意
に
よ
っ
て
、

す
ば
ら
し
い
歌
舞
伎
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
、

　
観
客
の
方
々
は
、
や
は
り
お
年

寄
り
が
多
か
っ
た
よ
う
で
し
た
が
、
．

片
の
春
芝
居
を
思
い
出
し
た
方
も

沢
山
お
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で
し

ト
、
う
か
。

構．懸縣、却、季怒糖．・オ。蔭難髪乳、餐舞毒

いがみの権太の熱演に大きな拍

つ
蚤
薯
ひ
建
り
，漏

灘

叢

鮨屋弥左衛門が世話になった平維盛をせ

がれ権太が首を切り、その妻と娘を捕え

て役人に引き渡す，、

役人が出て行ってから怒りを腹に据えか

ねた父弥左衛門は、せがれ権太を刀で切

ってしまう、，

権太は死ぬ前に「さきほど役人に連れて

行かれたのは、自分の妻とせがれだ」と
告白。、

「ヨー、日本一～」の声がかかる名場面，

灘

どの場面も素人衆とは思えな

い演技ぶりで、会場いっばい

の観客から、大きな拍手が贈

られました，，

子供たちの演技もすこく光っ

て見えました、，

劃
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まつのやま⑥

　
　
　
　
　
　
松
之
山
温
泉
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
二
人
が
参
加
し
て

　
ま
だ
／
＼
残
中
，
多
い
大
厳
芋
高

原
を
会
場
に
ケ
第
．
．
回
松
之
由
温

泉
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
選

手
権
大
会
”
が
、
四
月
ト
し
H
の

H
曜
H
に
…
剛
催
さ
れ
、
県
内
外
か

ら
κ
．
百
三
卜
、
、
名
が
参
加
し
て
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
、

　
こ
の
H
は
第
一
回
大
会
と
同
様

に
暑
い
く
ら
い
の
好
．
大
に
恵
ま
れ
、

選
手
は
勿
論
、
競
技
委
員
、
応
援

　
　
　
御
一

の
皆
さ
ん
も
素
晴
ら
し
い
コ
ン
デ

シ
ョ
ン
の
中
で
競
技
出
来
る
事
を
、

喜
こ
ん
で
い
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
小
学
生
か
ら
占
年
ま

で
．
、
．
百
卜
．
丘
名
の
参
加
だ
っ
た
の

で
す
が
、
今
回
は
．
＾
．
百
．
．
．
卜
．
．
名

と
人
幅
に
参
加
選
ヂ
が
増
え
、
．

人
同
時
ス
タ
ー
ト
方
式
を
採
川
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
で
し
た
、

　
ま
た
こ
の
大
会
は
、
新
潟
県
ス

暑いくらいの日差しを浴びて元気良くスタート！

キ
ー
連
盟
ク
ロ
カ
ン

部
の
後
援
及
び
、
全

血
的
協
力
に
よ
っ
て

開
催
さ
れ
て
い
る
た

め
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

選
手
の
江
川
淳
選
ヂ

（
近
畿
大
学
）
を
は

じ
め
、
卜
H
町
∴
尚
校

の
大
島
次
郎
選
ヂ
、

町
喉
妙
高
中
学
の
横

山
寿
美
チ
選
ヂ
な
ど

全
H
本
・
国
際
大
会

で
活
躍
し
て
い
る
選

ヂ
も
た
く
さ
ん
参
加

し
て
、
非
常
に
高
い

レ
ベ
ル
の
大
会
と
な

っ
て
い
ま
す
。
松
之
山
の
選
ヂ
も

み
ん
な
頑
、
張
り
ま
し
た
、

　
ま
た
米
年
の
第
、
．
．
回
大
会
は
、

四
月
卜
六
H
の
日
曜
H
に
実
施
す

る
事
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
だ
け
大
き
な
大
会
が
松
之

…
で
閉
催
さ
れ
て
い
る
事
に
対
し
、

地
．
垢
の
方
々
の
協
力
と
関
心
を
深

め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
こ
意

見
、
、
、
）
希
望
等
あ
り
ま
し
た
ら
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
、

　
　
　
公
民
館
　
問
鳴
ま
で

◎
第
二
回
大
会
成
績

　
　
　
　
　
　
　
　
　
分
秒

▽
小
学
五
年
女
子
（
3
㎞
）

．
位
　
堀
米
ヂ
恵
（
山
之
内
来
小
）
n
・
a
・
5

．
、
位
　
竹
…
山
利
へ
　
　
〃
　
　
）
n
・
3
0
・
5

．
．
．
位
　
内
田
啓
チ
ヘ
関
山
小
）
　
2
・
0
0
・
4

▽
小
学
六
年
女
子

一
位
　
ド
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利
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へ
山
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内
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0
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田
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盛
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暫
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i
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レ
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フ
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
の
　
　
　
　
　
し
こ

松
之
山
温
泉
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

　
観
光
ま
っ
の
や
ま
の
シ
i
．
ズ
ン

幕
開
け
と
も
．
、
．
．
日
え
る
こ
の
温
泉
ま

つ
り
、
毎
年
多
く
の
観
光
客
で
に

ぎ
わ
い
ま
す
が
、
へ
，
年
も
チ
供
た

ち
に
よ
る
管
領
塚
供
養
・
稚
児
行

列
・
大
厳
ぴ
高
原
で
の
ジ
ン
ギ
ス

カ
ン
ま
つ
り
な
ど
、
盛
り
沢
山
の

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
大

勢
の
方
々
か
ら
来
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
．

　
去
年
は
大
声
大
会
が
行
わ
れ
、

H
頃
出
し
た
雅
が
な
い
大
声
を
皆

さ
ん
に
披
露
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま観光客も一緒に踊り出す大民謡流し

し
た
。
へ
、
年
は
、
自
慢
の
喉
を
ト

分
聞
か
せ
て
も
ら
お
う
と
、
ぐ
つ

と
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
に
「
カ
ラ
オ

ケ
歌
い
放
題
」
を
企
．
画
し
て
い
ま

す
。
事
前
募
集
は
し
ま
せ
ん
の
で
、

－
よ
し
、
一
曲
唄
お
う
L
と
思
わ

れ
る
方
、
温
泉
広
場
に
お
こ
し
く

だ
さ
い
。
気
持
ち
良
く
川
、
っ
て
い

た
だ
け
る
喉
、
受
け
合
い
で
す
。

参
加
賞
も
あ
り
ま
す
よ
．

◎
ま
つ
り
日
程
紹
介

▽
二
十
一
日
（
土
）

）
レ
妾
．
．
L
♪
～

　
ノ
　
ノ
イ
　
　
す
ル

　
保
育
園
児
に
よ
る
管
領
塚
供
養
・

　
稚
児
行
列
。
松
型
小
鼓
笛
隊
。

〇
三
時
～

　
松
之
山
中
ブ
ラ
ス
．
バ
ン
ド
・
野

　
鳥
こ
け
し
制
作
実
漬
・
山
菜
市

〇
四
時
～

　
チ
供
み
こ
し
・
温
泉
太
鼓
行
進

O
し
庁
～

　
大
民
．
語
流
し
・
カ
ラ
オ
ケ
歌
い

　
放
題

コ
k
㌃
、
．
．
卜
〉

　

ヒ
ノ
ル
ニ

　
う
ち

　
大
花
火
大
会

▽
五
月
二
十
二
日
（
日
）

○
竿
前
卜
時
三
卜
分
～

　
．
シ
ン
ギ
ス
カ
ン
祭
り
　
（
大
厳
芋

　
高
原
）

○
午
後
一
時
～

　
カ
ラ
オ
ケ
大
会

■
■

あ
な
た
も
ホ
オ
ジ
ロ
に

頬
ず
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　
　
町
制
三
十
周
年
記
念
植
樹
・
探
鳥
会

　
松
之
山
町
野
鳥
愛
護
会
が
主
催

す
る
ケ
第
三
卜
、
．
回
探
鳥
会
”
が
、

κ
月
二
卜
几
日
ロ
ト
朝
に
松
口
部
落

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
毎
年
多
く
の
愛
鳥
家
の
方
々
か

ら
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
松
之
山
に
住
む
鳥
た
ち
を
知

る
大
変
良
い
機
会
で
す
か
ら
、
　
一

目
だ
け
早
起
き
し
て
み
て
く
だ
さ

い
．

　
．
、
卜
几
H
の
探
鳥
会
に
光
だ
’
．

て
、
前
日
（
二
卜
八
H
）
の
夜
に
、

　　　　　　　　　⑱

　　　　　　　　　　　偽ノ

　　　　　　　b●

　　　　　　ち＿‘身勿”1’“

…汽．、」　　、上、＾，、△L．．一＿盈

中
嶋
公
先
生
を
講
師
に
招
い
て
鳥

に
関
す
る
講
演
会
も
行
わ
れ
ま
す
。

探
鳥
会
に
出
よ
う
と
思
わ
れ
る
方

は
、
講
泣
会
の
方
に
も
是
非
出
席

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
八
’
回
は
地
地
松
口
部
落

の
方
々
の
協
力
で
、
鳥
が
好
む
木

を
植
え
る
事
に
し
ま
し
た
。
三
～

κ
卜
本
川
意
し
ま
す
の
で
、
多
数

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
程

◎
、
ア
「
八
H
（
上
）
野
鳥
集
会
。

午
後
し
時
三
卜
分
か
ら
湯
本
「
福

住
館
」
で
．

◎
、
一
卜
几
日
（
H
）

午
前
四
時
卜
．
κ
分
、
湯
本
温
泉
駐

屯
場
集
合
．

午
前
四
時
三
卜
分
。
松
目
中
央
集

合
、
し
時
ま
で
探
鳥
会
を
行
い
、

朝
食
・
整
理
の
後
、
記
へ
．
心
植
樹
・

ん
時
解
散
．

◎
川
意
す
る
物

　
、
雨
目
、
ハ
・
お
に
ぎ
り
・
軍
手
他
。
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まつのやま⑥

　
　
　
　
　
　
松
之
山
温
泉
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
二
人
が
参
加
し
て

　
ま
だ
／
＼
残
中
，
多
い
大
厳
芋
高

原
を
会
場
に
ケ
第
．
．
回
松
之
由
温

泉
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
選

手
権
大
会
”
が
、
四
月
ト
し
H
の

H
曜
H
に
…
剛
催
さ
れ
、
県
内
外
か

ら
κ
．
百
三
卜
、
、
名
が
参
加
し
て
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
、

　
こ
の
H
は
第
一
回
大
会
と
同
様

に
暑
い
く
ら
い
の
好
．
大
に
恵
ま
れ
、

選
手
は
勿
論
、
競
技
委
員
、
応
援

　
　
　
御
一

の
皆
さ
ん
も
素
晴
ら
し
い
コ
ン
デ

シ
ョ
ン
の
中
で
競
技
出
来
る
事
を
、

喜
こ
ん
で
い
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
小
学
生
か
ら
占
年
ま

で
．
、
．
百
卜
．
丘
名
の
参
加
だ
っ
た
の

で
す
が
、
今
回
は
．
＾
．
百
．
．
．
卜
．
．
名

と
人
幅
に
参
加
選
ヂ
が
増
え
、
．

人
同
時
ス
タ
ー
ト
方
式
を
採
川
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
で
し
た
、

　
ま
た
こ
の
大
会
は
、
新
潟
県
ス

暑いくらいの日差しを浴びて元気良くスタート！

キ
ー
連
盟
ク
ロ
カ
ン

部
の
後
援
及
び
、
全

血
的
協
力
に
よ
っ
て

開
催
さ
れ
て
い
る
た

め
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

選
手
の
江
川
淳
選
ヂ

（
近
畿
大
学
）
を
は

じ
め
、
卜
H
町
∴
尚
校

の
大
島
次
郎
選
ヂ
、

町
喉
妙
高
中
学
の
横

山
寿
美
チ
選
ヂ
な
ど

全
H
本
・
国
際
大
会

で
活
躍
し
て
い
る
選

ヂ
も
た
く
さ
ん
参
加

し
て
、
非
常
に
高
い

レ
ベ
ル
の
大
会
と
な

っ
て
い
ま
す
。
松
之
山
の
選
ヂ
も

み
ん
な
頑
、
張
り
ま
し
た
、

　
ま
た
米
年
の
第
、
．
．
回
大
会
は
、

四
月
卜
六
H
の
日
曜
H
に
実
施
す

る
事
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
だ
け
大
き
な
大
会
が
松
之

…
で
閉
催
さ
れ
て
い
る
事
に
対
し
、

地
．
垢
の
方
々
の
協
力
と
関
心
を
深

め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
こ
意

見
、
、
、
）
希
望
等
あ
り
ま
し
た
ら
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
、

　
　
　
公
民
館
　
問
鳴
ま
で

◎
第
二
回
大
会
成
績

　
　
　
　
　
　
　
　
　
分
秒

▽
小
学
五
年
女
子
（
3
㎞
）

．
位
　
堀
米
ヂ
恵
（
山
之
内
来
小
）
n
・
a
・
5

．
、
位
　
竹
…
山
利
へ
　
　
〃
　
　
）
n
・
3
0
・
5

．
．
．
位
　
内
田
啓
チ
ヘ
関
山
小
）
　
2
・
0
0
・
4

▽
小
学
六
年
女
子

一
位
　
ド
田
利
恵
へ
山
之
内
北
小
）
n
・
0
6
・
4

．
、
位
　
岡
田
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菜
（
杉
野
沢
小
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n
・
n
・
7

”
．
一
位
　
関
　
明
美
（
…
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内
東
小
）
n
・
2
・
6

几
位
　
高
橋
裕
庭
（
松
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〉
　
　
2
・
0
4
・
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▽
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（
5
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2
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5
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．
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盛
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レ
ノ
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ヨ
　
の
　
　
　
　
　
し
こ

松
之
山
温
泉
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

　
観
光
ま
っ
の
や
ま
の
シ
i
．
ズ
ン

幕
開
け
と
も
．
、
．
．
日
え
る
こ
の
温
泉
ま

つ
り
、
毎
年
多
く
の
観
光
客
で
に

ぎ
わ
い
ま
す
が
、
へ
，
年
も
チ
供
た

ち
に
よ
る
管
領
塚
供
養
・
稚
児
行

列
・
大
厳
ぴ
高
原
で
の
ジ
ン
ギ
ス

カ
ン
ま
つ
り
な
ど
、
盛
り
沢
山
の

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
大

勢
の
方
々
か
ら
来
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
．

　
去
年
は
大
声
大
会
が
行
わ
れ
、

H
頃
出
し
た
雅
が
な
い
大
声
を
皆

さ
ん
に
披
露
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま観光客も一緒に踊り出す大民謡流し

し
た
。
へ
、
年
は
、
自
慢
の
喉
を
ト

分
聞
か
せ
て
も
ら
お
う
と
、
ぐ
つ

と
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
に
「
カ
ラ
オ

ケ
歌
い
放
題
」
を
企
．
画
し
て
い
ま

す
。
事
前
募
集
は
し
ま
せ
ん
の
で
、

－
よ
し
、
一
曲
唄
お
う
L
と
思
わ

れ
る
方
、
温
泉
広
場
に
お
こ
し
く

だ
さ
い
。
気
持
ち
良
く
川
、
っ
て
い

た
だ
け
る
喉
、
受
け
合
い
で
す
。

参
加
賞
も
あ
り
ま
す
よ
．

◎
ま
つ
り
日
程
紹
介

▽
二
十
一
日
（
土
）

）
レ
妾
．
．
L
♪
～

　
ノ
　
ノ
イ
　
　
す
ル

　
保
育
園
児
に
よ
る
管
領
塚
供
養
・

　
稚
児
行
列
。
松
型
小
鼓
笛
隊
。

〇
三
時
～

　
松
之
山
中
ブ
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ス
．
バ
ン
ド
・
野

　
鳥
こ
け
し
制
作
実
漬
・
山
菜
市

〇
四
時
～

　
チ
供
み
こ
し
・
温
泉
太
鼓
行
進

O
し
庁
～

　
大
民
．
語
流
し
・
カ
ラ
オ
ケ
歌
い

　
放
題

コ
k
㌃
、
．
．
卜
〉

　

ヒ
ノ
ル
ニ

　
う
ち

　
大
花
火
大
会

▽
五
月
二
十
二
日
（
日
）

○
竿
前
卜
時
三
卜
分
～

　
．
シ
ン
ギ
ス
カ
ン
祭
り
　
（
大
厳
芋

　
高
原
）

○
午
後
一
時
～

　
カ
ラ
オ
ケ
大
会

■
■

あ
な
た
も
ホ
オ
ジ
ロ
に

頬
ず
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　
　
町
制
三
十
周
年
記
念
植
樹
・
探
鳥
会

　
松
之
山
町
野
鳥
愛
護
会
が
主
催

す
る
ケ
第
三
卜
、
．
回
探
鳥
会
”
が
、

κ
月
二
卜
几
日
ロ
ト
朝
に
松
口
部
落

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
毎
年
多
く
の
愛
鳥
家
の
方
々
か

ら
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
松
之
山
に
住
む
鳥
た
ち
を
知

る
大
変
良
い
機
会
で
す
か
ら
、
　
一

目
だ
け
早
起
き
し
て
み
て
く
だ
さ

い
．

　
．
、
卜
几
H
の
探
鳥
会
に
光
だ
’
．

て
、
前
日
（
二
卜
八
H
）
の
夜
に
、
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中
嶋
公
先
生
を
講
師
に
招
い
て
鳥

に
関
す
る
講
演
会
も
行
わ
れ
ま
す
。

探
鳥
会
に
出
よ
う
と
思
わ
れ
る
方

は
、
講
泣
会
の
方
に
も
是
非
出
席

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
八
’
回
は
地
地
松
口
部
落

の
方
々
の
協
力
で
、
鳥
が
好
む
木

を
植
え
る
事
に
し
ま
し
た
。
三
～

κ
卜
本
川
意
し
ま
す
の
で
、
多
数

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
程

◎
、
ア
「
八
H
（
上
）
野
鳥
集
会
。

午
後
し
時
三
卜
分
か
ら
湯
本
「
福

住
館
」
で
．

◎
、
一
卜
几
日
（
H
）

午
前
四
時
卜
．
κ
分
、
湯
本
温
泉
駐

屯
場
集
合
．

午
前
四
時
三
卜
分
。
松
目
中
央
集

合
、
し
時
ま
で
探
鳥
会
を
行
い
、

朝
食
・
整
理
の
後
、
記
へ
．
心
植
樹
・

ん
時
解
散
．

◎
川
意
す
る
物

　
、
雨
目
、
ハ
・
お
に
ぎ
り
・
軍
手
他
。
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英
語
検
定
で
実
力
発
揮
表
彰
さ
れ
る
松
之
山
中
学
占

　
国
際
化
が
急
速
に
進
む
く
ラ
日
￥

英
語
は
国
際
共
通
語
と
し
て
そ
の

璽
要
樽
が
￥
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

　
松
之
山
中
学
校
で
も
英
語
教
育

に
力
を
入
れ
、
朝
の
ラ
ジ
ス
講
座

の
利
用
、
ま
た
生
の
英
語
を
学
ぶ

た
め
外
国
人
講
師
を
沼
い
て
、
月

何
回
か
直
接
授
業
を
受
け
さ
せ
た

り
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
努
力
が
生
徒

人
び
と
り

の
実
力
と
し
て
表
わ
れ
て
来
た
の

か
、

こ
の
ほ
ど
＼
臼
本
萸
語
検
定

協
会
か
ら
検
定
合
格
率
の
優
秀
さ

が
認
め
ら
れ
￥
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
．
松
之
由
中
学
と
同
規

模
の
検
定
受
験
校
の
中
で
、
そ
の

ム
ロ
格
率
が
特
に
高
か
っ
た
学
校
に

贈
ら
れ
る
も
の
で
、
生
徒
の
学
習

努
力
の
成
果
と
い
え
ま
す
。

　
今
年
塵
も
萸
語
学
習
に
力
を
入

れ
る
た
め
、
英
語
学
習
強
化
対
策

を
計
画
し
．
特
別
影
算
も
組
ん
で
、

あ
り
ま
◎
。
　
｝
住
け
ん
命
勉
強
し

て
く
だ
さ
い
。

外国人講師による学習

表彰を喜こぶ教頭先生と佐藤先生

禰
轄
戴
薮
。
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2
新
し
い
友
達
が
い
つ
ば
い
、
う
れ
し
い
な
あ
松
之
山
小
学
校
入
学
式

　
黒
倉
分
校
・
三
省
小
学
校
の
松

之
山
小
学
校
へ
の
統
合
後
、
初
め

て
の
入
学
式
が
四
月
四
臼
、
盛
大

に
「
伺
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
入
学
児
童
は
十
九
名
で

全
校
で
は
百
十
一
名
と
な
り
ま
し

た
。
町
内
の
各
小
学
校
の
新
入
児

童
数
は
次
の
よ
う
に
な
っ
ζ
い
ま

す
。
松
里
小
学
校
十
石
名
、
東
川

小
学
校
八
名
・
浦
田
小
学
校
ヒ
名

で
、
町
内
く
王
部
で
四
十
九
名
の

年
生
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
松
之
山
小
学
校
で
は
、
新
『
年

生
ば
か
り
で
な
く
．
黒
倉
・
ユ
省

か
ら
来
た
子
供
た
ち
も
、
学
校
と

子
供
た
ち
に
早
く
馴
染
も
う
と
…

生
け
ん
命
な
様
子
が
伺
え
ま
し
た
。

　
広
く
て
明
る
い
校
舎
と
体
育
館
。

思
い
っ
き
り
勉
強
に
、
そ
し
て
運

動
に
頑
張
っ
て
使
用
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。鯵

詔

輪

L9

墜難轟．盤、，

全校でI　II名となりました。でも、

体育館が広いので少なく見えます、，

ゆ
ポ墾

－
σ

　
ザ

／

蘇
識
鐸
榛
穫
．
磁
．
、
，
罫
融

川から水を上げての放水作

災
杉
防
訓
練
が
約
わ
れ
．
第
二
機

勅
隊
吉
分
遣
所
が
出
勅
し
C
放
水

訓
練
を
し
ま
し
た
。

　
大
勢
の
窩
泊
客
を
か
か
え
る
由

問
の
温
泉
街
に
と
つ
（
、
、
　
番
恐

い
の
が
火
事
。
か
〕
C
湯
本
も
大

火
に
見
闘
わ
れ
た
事
が
あ
り
、
大

さ
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　
　
庫
、
と
被
害
を

出
さ
獄
い
よ
う

に
と
、
地
兀
の
消
防
団
を
は
じ
夕

各
旅
館
で
も
訓
練
は
か
か
さ
ず
勧

屋
旅
館
ぐ
、
火
災
発
生
と
同
時
に

通
蝦
と
宿
泊
客
の
誘
導
、
ウ
ガ
人

の
救
助
、
内
部
消
火
栓
の
躁
作
な

ど
の

訓
練
を
術
い
ま
し
た
。

　
分
運
所
か
ら
は
救
急
車
も
出
勅

し
（
、
ま
さ
に
実
戦
そ
の
も
の
で

」
た
　
火
事
は
出
さ
な
い
串
が

よ
り
も
大
切
で
◎
。
野
焼
き
箸
の

行
わ
れ
る
時
期
で
す
が
、
十
分
気

を
付
け
て
、
く
だ
さ
い
。

。
．
敏
轡

4
松
之
山
保
育
所
で
入
園
式

⑨まつのやま

火災によるケガ人を救助する訓練。

分遣所から救急車が出動する（白川屋旅館）

つそうかな

ちょっと

　
閃
〕
月
」
パ
目
〕
、
　
松
ウ
＆
山
保
本
目
園
で

入
隔
式
が
行
わ
れ
十
四
人
の
園
児

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
今
η
の
各
保
肯
園
の
新
入
園
児

は
、
松
型
が
士

名
、
布
川
が
四

名
＼
浦
田
が
L
⊥
名
で
、
四
つ
の

保
育
園
で
、
閃
ヤ
こ
名
で
し
た
。

　
お
田
さ
ん
に
連
れ
う
れ
て
入
園

式
に
来
た
～
供
た
ち

は
、
最
初
は

静
か
ご
し
た
が
慣
れ
る
に
）
れ
（

本
領
を
発
揮
し
は
じ
め
＼
保
冊
さ

ん
や
お
即
さ
ん
を

P
惑
わ
せ
る
場

面
も
し
ば
し
ば
み
ら
れ
、
〈
ラ
年
の

園
児
は
元
気
な
f
が
た
く
さ
ん
い

る
よ
う
で
し
た
。

　
甲
く
保
育
園
に
慣
れ
て
、
お
友

だ
ら
が
い
っ
ば
い
で
き
る
と
良
い

ぐ
す
ね
。

一人だけポーズとってる子はだ～れ？
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、
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久

村山正子
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銭
κ
卜
文
　
浪
人
、
一
人

　
　
　
　
太
三
右
術
門
方
泊
り

　
銭
卜
二
文
　
　
　
　
浪
人
く
れ

　
　
　
（
以
下
隆

　
浪
人
取
替
と
は
浪
人
に
与
え
た

わ
ら
じ
銭
の
立
て
替
え
を
い
い
、

　
　
か
ム
し
み

奉
賀
は
勧
進
を
い
う
が
、
い
ず
れ

も
無
心
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は

な
い
。
新
山
村
で
は
こ
れ
ら
の
支

…
を
記
脹
し
て
お
き
、
後
H
他
の

村
人
川
と
と
も
に
全
戸
に
割
り
掛

け
て
共
同
負
担
と
し
て
い
る
．

　
浪
人
や
虚
無
僧
た
ち
は
、
乱
暴

を
し
な
い
限
り
喜
捨
で
そ
の
日
を

凌
ぎ
、
旅
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き

た
が
、
な
か
に
は
暴
言
を
は
い
て

金
品
を
強
要
す
る
者
も
少
な
く
な

か
っ
た
．
こ
う
し
た
場
合
容
赦
な

く
捕
え
て
代
官
陣
屋
に
突
き
出
す

よ
う
「
御
触
」
や
「
高
札
」
も
出

て
は
い
た
が
、
実
際
に
は
危
険
で

も
あ
り
、
何
が
し
か
の
銭
を
与
え
、

一
刻
も
早
く
村
を
凱
ち
去
っ
て
く

れ
る
よ
う
願
う
の
が
常
で
あ
っ
た
．

　
し
か
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
ま
す

ま
す
浪
人
ど
も
の
増
長
を
許
す
ば

か
り
だ
と
、
寛
政
卜
一
年
（
一
し

ん
几
）
八
杜
、
郡
中
組
八
H
で
つ
ぎ

　
　
　
き
め

の
よ
う
な
極
証
文
を
作
っ
て
村
々
，

へ
回
し
て
い
る
．

　
　
郡
中
極
証
文
の
質

…
右
不
法
の
暴
れ
者
は
川
捨
な
く

召
し
捕
り
、
御
役
所
へ
差
し
出
し

御
吟
味
願
い
奉
り
、
暴
れ
者
雑
用

（
逮
捕
の
際
の
費
川
）
は
勿
論
、

右
村
役
人
御
吟
味
中
、
御
陣
屋
厄

…
張
一
泊
り
銭
、
一
百
文
、
江
戸
表

職灘
　　、騰

　　’［咳

雛
曽

紺鹸

昏
　
、

巳村方事件諸雑用割方帳」

　　　　　　　浦田口村

吸

へ
罷
り
出
で
候
雑
用
銭
三
百
文
ず

つ
郡
中
余
荷
（
郡
中
共
同
負
担
）

巾
す
べ
く
候
．
・

　
し
か
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
実
効

が
あ
っ
た
と
は
言
い
難
い
。

　
徳
川
家
が
大
政
を
奉
還
し
、
膚

ヒ
パ辰

戦
争
至
段
落
し
た
明
治
二
年

卜
一
月
二
卜
六
H
、
徳
川
の
脱
走

、
兵
、
一
人
が
浦
田
日
村
の
弥
平
次
方

へ
止
宿
、
そ
の
夜
村
方
で
狼
籍
を

働
く
と
い
う
事
件
が
あ
っ
た
。

　
浦
田
口
村
で
は
こ
の
二
人
を
弥

乎
次
方
へ
監
禁
し
て
柏
崎
の
民
政

局
へ
使
い
を
走
ら
せ
、
お
掛
り
田

村
某
・
目
明
し
久
蔵
を
迎
え
て
二

人
は
引
き
取
ら
れ
て
い
っ
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
え
い

こ
の
事
件
に
要
し
た
費
用
は
永
一
、

ト
し
貰
四
百
六
卜
一
文
に
も
達
し

た
。
ち
な
み
に
こ
の
時
の
日
手
問

一
目
永
三
百
文
か
ら
三
百
二
卜
；
文
、

　
　
　
　
え
い

清
酒
一
升
永
百
八
拾
文
で
あ
っ
た
．

　
右
の
う
ち
ト
貫
文
は
郷
中
組
合

で
、
κ
貰
文
は
浦
川
口
組
八
・
で
余

荷
、
残
る
ト
ニ
貰
余
は
浦
田
口
村

の
負
担
で
終
わ
っ
た
が
、
こ
の
浪

人
、
一
入
を
小
林
弥
五
郎
、
一
人

を
山
口
幸
次
郎
と
い
い
、
と
も
に

村
に
迷
惑
を
か
け
た
最
後
の
浪
人

と
な
っ
た
。



1
お
φ
ー

まつのやま⑩

よろしく爵しぎす

異動され仁先生綱

松

富沢政和
（直江津

　
　
）

貝
ヒ

吉
理
タ

田
塚
ン

保
安
、
セ

久

村山正子
（黒倉分校）

斉藤充代
（三省小）

村山悦子
（新井小

上村美貴
（新採用

松里小学校

校長
金子潤次
（三省小）

橋本敏明
（上下浜小）

東川小学校

吉川剛尚
（黒倉分校

校松

荻谷隆雄
（長岡東北中

）
校

人
小

滋
越

船
日

岩
（

平井恵美子
（新採用）

饗

縛

　
　
中

　
美
西

頭
藤
長

教
佐
（

木村恭子
（新採用）

’

遠藤寿紀
（新採用

勢
ノ

⑪まつのやま

寸
と
良

ネ
　
　
　
・
マ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一人　を行ミ無む
巳fJ　金晃1、fj蛮晃／・く金晃Ilf』多晃1司蛋晃’〔金発1司金晃i几1金父三三ノk月jそ乞こへ髪イ曽、雪些
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し　支κ文目　ヒ文四文日文 κ　二文三）書例が加o）代
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贈1　果　韓　最　黍　を　叙　念　　集ゴも礁論

　一人　賀　一　替　賀　れ　範　徽　　ギ小　捨い虚こ

人

銭
二
十
文
　
立
山
あ
し
倉
奉
賀

し
」
レ
ー

銭
卜
五
文
　
　
ド
野
浪
人
く
れ

　
　
　
　
　
　
　
（
栃
木
県
）

几銭1・‘」銭銭同金晃同銭　 銭rAE　銭1・fl銭回銭同銭八
月　1　二1一卜二二1・二同二八　　三二卜 一1－1・1・月
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H’1．し文　　三κH　丘口κ三　　文六文四文H　　四
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　岡　　戸　　　　　　　　 虚　　　岡　　川　　羽

　道浪出浪高考無　1良浪あ浪　、已、　人羽　 人　野や　f曽　　 人　 人　 き　人
　く　　く金　　く　　聖ll　く　　く三　　く　　奉　　取
　れ　れ・r　れ　　　れ　れ人　れ　賀　替

　
銭
κ
卜
文
　
浪
人
、
一
人

　
　
　
　
太
三
右
術
門
方
泊
り

　
銭
卜
二
文
　
　
　
　
浪
人
く
れ

　
　
　
（
以
下
隆

　
浪
人
取
替
と
は
浪
人
に
与
え
た

わ
ら
じ
銭
の
立
て
替
え
を
い
い
、

　
　
か
ム
し
み

奉
賀
は
勧
進
を
い
う
が
、
い
ず
れ

も
無
心
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は

な
い
。
新
山
村
で
は
こ
れ
ら
の
支

…
を
記
脹
し
て
お
き
、
後
H
他
の

村
人
川
と
と
も
に
全
戸
に
割
り
掛

け
て
共
同
負
担
と
し
て
い
る
．

　
浪
人
や
虚
無
僧
た
ち
は
、
乱
暴

を
し
な
い
限
り
喜
捨
で
そ
の
日
を

凌
ぎ
、
旅
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き

た
が
、
な
か
に
は
暴
言
を
は
い
て

金
品
を
強
要
す
る
者
も
少
な
く
な

か
っ
た
．
こ
う
し
た
場
合
容
赦
な

く
捕
え
て
代
官
陣
屋
に
突
き
出
す

よ
う
「
御
触
」
や
「
高
札
」
も
出

て
は
い
た
が
、
実
際
に
は
危
険
で

も
あ
り
、
何
が
し
か
の
銭
を
与
え
、

一
刻
も
早
く
村
を
凱
ち
去
っ
て
く

れ
る
よ
う
願
う
の
が
常
で
あ
っ
た
．

　
し
か
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
ま
す

ま
す
浪
人
ど
も
の
増
長
を
許
す
ば

か
り
だ
と
、
寛
政
卜
一
年
（
一
し

ん
几
）
八
杜
、
郡
中
組
八
H
で
つ
ぎ

　
　
　
き
め

の
よ
う
な
極
証
文
を
作
っ
て
村
々
，

へ
回
し
て
い
る
．

　
　
郡
中
極
証
文
の
質

…
右
不
法
の
暴
れ
者
は
川
捨
な
く

召
し
捕
り
、
御
役
所
へ
差
し
出
し

御
吟
味
願
い
奉
り
、
暴
れ
者
雑
用

（
逮
捕
の
際
の
費
川
）
は
勿
論
、

右
村
役
人
御
吟
味
中
、
御
陣
屋
厄

…
張
一
泊
り
銭
、
一
百
文
、
江
戸
表

職灘
　　、騰

　　’［咳

雛
曽

紺鹸

昏
　
、

巳村方事件諸雑用割方帳」

　　　　　　　浦田口村

吸

へ
罷
り
出
で
候
雑
用
銭
三
百
文
ず

つ
郡
中
余
荷
（
郡
中
共
同
負
担
）

巾
す
べ
く
候
．
・

　
し
か
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
実
効

が
あ
っ
た
と
は
言
い
難
い
。

　
徳
川
家
が
大
政
を
奉
還
し
、
膚

ヒ
パ辰

戦
争
至
段
落
し
た
明
治
二
年

卜
一
月
二
卜
六
H
、
徳
川
の
脱
走

、
兵
、
一
人
が
浦
田
日
村
の
弥
平
次
方

へ
止
宿
、
そ
の
夜
村
方
で
狼
籍
を

働
く
と
い
う
事
件
が
あ
っ
た
。

　
浦
田
口
村
で
は
こ
の
二
人
を
弥

乎
次
方
へ
監
禁
し
て
柏
崎
の
民
政

局
へ
使
い
を
走
ら
せ
、
お
掛
り
田

村
某
・
目
明
し
久
蔵
を
迎
え
て
二

人
は
引
き
取
ら
れ
て
い
っ
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
え
い

こ
の
事
件
に
要
し
た
費
用
は
永
一
、

ト
し
貰
四
百
六
卜
一
文
に
も
達
し

た
。
ち
な
み
に
こ
の
時
の
日
手
問

一
目
永
三
百
文
か
ら
三
百
二
卜
；
文
、

　
　
　
　
え
い

清
酒
一
升
永
百
八
拾
文
で
あ
っ
た
．

　
右
の
う
ち
ト
貫
文
は
郷
中
組
合

で
、
κ
貰
文
は
浦
川
口
組
八
・
で
余

荷
、
残
る
ト
ニ
貰
余
は
浦
田
口
村

の
負
担
で
終
わ
っ
た
が
、
こ
の
浪

人
、
一
入
を
小
林
弥
五
郎
、
一
人

を
山
口
幸
次
郎
と
い
い
、
と
も
に

村
に
迷
惑
を
か
け
た
最
後
の
浪
人

と
な
っ
た
。



⑬まつのやま

公
共
施
設
整
備
に
役
立
つ

　
簡
易
保
険
、
郵
梗
年
金
積
立
　
　
▽
松
代
松
之
山
線
舗
装
骸
業

金
の
力
を
借
り
て
、
町
の
色
々
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
〇
万
円

な
施
設
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
▽
束
川
藤
倉
天
水
越
線
舗
装
胚

　
昭
和
六
十
二
年
度
の
各
事
業
　
　
業
　
　
　
　
一
、
〇
六
〇
万
円

別
借
入
額
は
、
次
の
と
お
り
と
　
　
▽
消
防
施
設
整
備
事
業

な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
“
　
　
　
　
　
四
几
O
万
円

▽
松
之
山
小
学
校
建
設
事
業
（
校
　
　
▽
兎
口
露
天
風
呂
整
備
骸
業

　
舎
、
屋
体
）
几
、
六
二
〇
万
円
　
　
　
　
　
　
　
　

八
κ
O
万
円

▽
松
之
山
小
学
校
・
学
校
給
食
　
　
▽
中
尾
地
区
集
落
開
発
セ
ン
タ

施
設
整
備
喉
業
　
三
κ
O
万
円
　
　
ー
整
備
喉
業
　
　
几
κ
O
万
円

▽
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
人
骸
業
　
　
　
▽
布
川
地
区
県
営
農
免
農
道
負

　
　
　
　
　
一
四
〇
万
円
　
　
担
金
　
　
　
　
　
几
四
〇
万
円

▽
松
口
坪
野
線
改
良
慣
裳
　
　
　
　
▽
松
之
川
小
学
校
食
堂
施
設
整

　
　
　
　
一
、
四
八
○
万
円
　
　
備
骸
業
　
　
　
　
六
一
〇
万
円

▽
松
之
山
小
学
校
線
舗
装
喉
業
　
　
▽
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
購
人
事

　
　
　
　
　
六
六
〇
万
円
　
　
業
　
　
　
　
　
　
し
一
〇
万
円

▽
湯
本
兎
口
線
舗
装
慣
業
　
　
　
　
　
以
卜
、
卜
八
の
骸
業
の
合
計

　
　
　
一
、
し
O
O
万
円
　
　
借
人
金
額
は
、
二
億
一
…
．
、
〇
一

▽
大
荒
戸
小
谷
線
舗
装
質
業
　
　
　
O
万
円
に
の
ぼ
り
、
同
年
度
起

　
　
　
一
、
二
八
O
万
円
　
　
偵
総
額
の
六
卜
、
∵
八
パ
ー
セ

▽
中
尾
外
丸
線
舗
装
質
業
　
　
　
　
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
κ
O
O
万
円
　
　
　
こ
の
よ
う
に
加
人
者
の
共
同

▽
束
川
L
蝦
池
線
政
良
弱
業
　
　
　
財
産
で
あ
る
積
、
紘
金
は
、
地
方

　
　
　
　
　
一
．
ご
．
．
O
万
円
　
　
自
治
体
に
融
資
さ
れ
、
住
民
福

▽
湯
本
兎
口
線
改
良
事
業
　
　
　
　
祉
の
向
L
に
大
き
く
寄
与
し
て

　
　
　
　
　
．
κ
O
O
．
乃
円
　
　
い
ま
す
。

　
冬
期
間
牽
，
の
た
め
休
ん
で
い
た

水
道
の
メ
！
タ
ー
検
針
を
圧
月
一
、

卜
日
以
降
か
ら
再
開
し
ま
す
の
で

メ
ー
タ
i
取
り
付
け
付
近
の
整
理

を
お
願
、
い
し
ま
す
．

　
冬
の
問
、
水
道
の
メ
ー
タ
ー
検

針
が
…
来
な
い
た
め
、
水
道
料
金

は
暫
定
料
金
で
徴
収
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
今
度
κ
月

の
検
針
に
よ
っ
て
冬
期
聞
の
使
川

料
を
計
算
し
、
徴
収
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
メ
ー
タ
ー
が
中
、
で
埋
ま
っ
て
い

た
り
、
何
か
の
ド
に
な
っ
て
い
て

位
置
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
り
し

て
い
ま
せ
ん
か
？

　
検
針
に
伺
う
前
に
も
う
…
度
確

認
を
お
願
、
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
あ
ら
た
に
水
道
を
引
き

込
み
た
い
と
き
、
ま
た
不
川
と
な

り
撤
去
し
た
い
と
き
は
、
必
ず
町

役
場
水
道
係
に
届
出
を
し
て
く
だ

さ
い
．
　
　
役
場
住
民
課
水
道
係

水道
メーター検針

を始めます
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6月1日は
　　商業統計調査の日です

　通商産業省では、三年に一回商業統計調査を実施

しています。今年はその調査年にあたり、6月1H
現在で行オ）れます。

　この調査は、全圏の卸売業・小売業を営んでいる

すべての商店を対象とする調査で、我が国の商店の

販売活動の実態や、分布状況及び商品の全国的な流

通状況などを明らかにすることを目的とした、いぜ）

ば「商業の国勢調査」といえます。

　この調査結果は行政の重要な基礎資料として多方

面で利用されるのみならず、商店の経営指針として

も活用されております。

　この調査について秘密は厳重に守られますので、

ご協力をお願いします。

　
κ
月
は
、
　
「
さ
わ
や
か
行
政
サ
　
　
▽
と
こ
ろ
　
大
和
デ
パ
ー
ト
上
越

i
ビ
ス
推
進
月
問
」
で
す
。
　
　
　
　
　
　
店
．
κ
階
文
化
サ
ロ
ン

　
役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
の
苫
情
・

、
意
見
・
．
要
望
な
ど
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。
少
し
遠
い
所
で
す
ガ
、
秘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
貧
－
、
駕
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
　
　
　
亀
～

密
を
守
り
無
料
で
相
談
で
き
ま
す
　
　
　
　
　
　
　
a
∠
）

の
で
、
菱
軽
に
、
莉
川
－
ぎ
　
　
　
　
紳
頬

い
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず

▽
と
き
．
κ
月
』
卜
旦
金
曜
日
）

　
　
午
前
卜
時
三
卜
分
～
午
後
三

　
　
時
三
卜
分
ま
で
。

合
同
行
政
相
談
の
お
知
ら
せ

まつのやま⑫

　　　寵
若繁

護

撰恥

》

新緑

大
厳
寺
高
原
で
春
を

　
　
　
満
喫
し
て
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質化するとともに、その広域化がll、㍗二ってき

ています．

　県警では、このような犯罪から市民を守り、

安全な社会を築くため全力を尽くして捜査活

動を行っていますが、最近は捜査のヲ、辱盤をな

す「市民協力」がなかなか得られにくくなー、

ています。

　犯罪の、し期検挙のためには、これまで以 L
に皆さんのこ㌧協力がどうしても必要です。犯
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　新幹線を利川して長岡・新潟問を往復する

と、5，520円かかります。でも、Sきっ、賀を

利用しますと、2，800円で乗れるんです。何
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　H1町から新潟問（長岡から新幹線和」用）

もSきっぷを利用すると、普通7，000円かか
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6月1日は
　　商業統計調査の日です

　通商産業省では、三年に一回商業統計調査を実施

しています。今年はその調査年にあたり、6月1H
現在で行オ）れます。
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通状況などを明らかにすることを目的とした、いぜ）

ば「商業の国勢調査」といえます。

　この調査結果は行政の重要な基礎資料として多方

面で利用されるのみならず、商店の経営指針として

も活用されております。

　この調査について秘密は厳重に守られますので、

ご協力をお願いします。
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5月3日、松之山町名老百選27名が認定きれました。

6月1日現在　□総人口4，059人（一2）

（）内は5月1日との比較

　　　　　　　　　　　　19886月号（晦148）

□男1，989人（十2）　口女2，070人（一4）　口世帯数1，208戸（±0）

広
報
ま
つ
の
や
ま
8
8
年
5
月
号
口
毎
月
－
回
－
o
日
発
行

目
発
行
／
松
之
…
助
君
⑥
3
1
3
1
　
　
口
，
編
渠
／
議
会
事
務
局

弟とりんごをとっているところ

鍵曜
，膨癒

　　赤い耳のウサギさん

いしづかなおとくん

あいざわまゆみさん

劃
こ
塵

▼
四
月
の
で
き
ご
と

l
H
　
新
任
教
職
員
対
面
式

2
H
　
母
チ
福
祉
会
役
員
会

4
H
　
町
内
各
小
学
校
人
学
式

5
日
　
　
〃
　
中
学
校
人
学
式

m
H
　
L
川
ヂ
歌
舞
伎
公
演
会

B
H
　
身
障
者
福
祉
会
役
員
会

15

日
　
祉
会
福
祉
協
議
会
役
員
会

16

H
　
兎
H
露
天
風
呂
オ
：
プ
ン

ー7

日
　

松
之
山
温
白
水
ク
ロ
ス
カ
ン

　
　
ト
リ
ー
ス
キ
i
大
会

路
目
農
業
共
済
嘱
託
員
会
議

m
日
　
川
農
業
改
良
会
議

0
ー
　
吊
睡
久
”
公
い
覧
X
．
、

り
自
ー
　
　

轟
聖
　
ー
イ
糸
f
ノ
ノ

ー
「
　

中
巳
条
N
．
、
ル
又
一
旦
、
X
．
、

2
ー
　
　
，
メ
〃
／
メ
’
イ
ー
隻
ノ
」

5
1
　
　
～
口
ん
℃
第
＼
．
、
山
又
，
1
、
＼
．
、

∠
1
　
田
魯
）
レ
／
ノ
f
隻
／
メ

路
日
　
消
防
団
分
団
長
会
議

　
　
農
業
委
員
会
総
会

▼
五
月
の
予
定

3
巨
町
成
人
式

　
　
…
菜
・
残
中
，
塾
｛
5
日
ま

　
　
で
）

8
目
　
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

2ー

ロ
　
松
之
山
温
泉
ま
つ
り
〔
2
2

　
　
目
ま
で
｝

器
日
　
探
鳥
会
〔
松
H
美
人
林
）

まつのやま⑭

略㌧歴

遮圏
ほいくえんのせんせい
だれかな？

たかなみともみさん

5月は「赤十字運動月間」です

　H頃赤i畠字運動にこ協力いただきありがとうこざ

います。

　皆さんからお寄せいただいた善意は、ぐく

lll葺夜1昼業・救急！矢療体1刷整備など、IPl、1広い分野に援

助・使用されています。

　63年度レ）松之山におけるII赤社費））ll標額は、

43川りとなっております。

　毎年の一Fで巾し訳けありませんが、この活動のL

旨をレ分理解していただき、ご協力をお願いします。

％一一一ノ有段を目指して

　　4月号正解
ー

一
　
3

〈詰碁正解〉

rliのFノケか黒の“『ノノを殺す「

筋、しかし1乳’もz、1と抵抗し

てコウとなる

十

N”GAIA

戸籍の窓
お《警》み　（躍亡》

滝沢タイさん　　67歳（天水越）滝のや

佐藤卯平次さん　84歳（中立山）藤や

滝沢チャウさん　86歳（松之山）木入場

高沢佐平さん　　82歳（大荒戸）円居

※4月1日から25日までの届出分です。

〈詰将棋解答〉　．塁四銀、同金、

Z．と一同卜辱1・．馬『1”員『
1　’．1、！」圭て7卜、，匹1，め

〈解説〉初fにZ法かうまそ
うなトてすカi、1司金と取られた

f妾力li承い，ます　 まゴ」釘ξを41ち孫r

ててからZ　．と．そして5「II
レ）1　ヲ㌧カ・i目艮レ）な少fてす　　：｛

．1．と逃ければZ．馬右まて
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